
これまで、免疫細胞によるがん細胞のキリ
ングの測定には、クロムリリース・アッセ
イ、LDHリリース・アッセイ、フローサイ
トメトリー法が用いられてきました。しか
し、「RIを使う」「長期の傷害性を測定で
きない」「手間がかかる」などの課題があ
りました。

xCELLigence システムでは、電気抵抗値
を測定することにより、がん細胞に対する
免疫細胞のキリングをラベルフリーで簡単
に測定していただけます。それだけでなく、
これまでの方法の様々な課題を解決するこ
とができます。

抗体医薬品のADCC活性、BiTE抗体の細胞傷害活性を

ラベルフリーでリアルタイムに測定

⚫ Non-RIで測定できます。

⚫ 短期（hours）だけでなく長期（days）の傷害活性を同一ウェルから連続的に
測定できます。

⚫ 同一ウェルのカイネティックデータを取得できるので、作用タイムポイントが
予測できないケース（例：複合免疫療法）でもキリング活性を見逃しません。

⚫ 低いET比（＝生体に近いコンディション）で測定できます。

⚫ これまでの手間を大幅に減らして簡単にデータを取得できます。

本システムのメリット

測定機のラインナップ

96ウェル
x 1枚

16ウェル
x 3枚

96ウェル
x 6枚

384ウェル
x 1枚

96ウェル
x 1枚

(心筋細胞用）

16ウェル
x 1枚

48ウェル
x 1枚

(心筋細胞用）

xCELLigence Application flyer ⑥ がん免疫キリング（ADCC／BiTE抗体）



※ 本製品は試験研究用です。医療や診断目的に はご使用いただけません。

※ 価格、外観、仕様などは、予告なしに変更す ることがあります。

※ それぞれの商標や登録商標、製品名は各社の 所有する名称です。
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ADCC（抗体依存性細胞傷害）

データ例

（左）ヒト・サイトメガロウイルスを感染させたヒト網膜色素上皮細胞
由来ARPE-19細胞に、3倍希釈系列のBiTE抗体とT細胞を添加し
て電気抵抗値を60時間測定した（ET比は20:1）。
BiTE抗体の用量依存的細胞傷害性がみられた。

（データ引用：Antimicrob Agents Chemother. 2017 Oct 16.）

BiTE抗体（二重特異性T細胞誘導抗体）
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（データ引用：参考文献２）

PertuzumabとTrastuzumabのADCCを単剤添加と2剤
添加で比較した。単剤投与と比べて2剤併用で傷害活性
が増強することが示された（ET比は1:1）。

上）NK-92細胞をターゲット細胞（NCI-N87）播種24時間後
に添加

下）NK細胞添加なし

Negative control
Pertuzumab
Trastuzumab
Combination

（右）30時間後のCell Index（ノーマライズされた電気抵抗値）から
各BiTE濃度の% Cytolysisを計算しEC50を算出した。


